
２０２２年度 にじいろグループ 

ＣＡＰこどもワークショップ 小学生版実施要項 

ＣＡＰプログラムは、子どもがいじめ、誘拐、虐待などのさまざまな暴力から自分で自分を守ったり、友だ

ちを助けたりする方法をクラスのみんなで考え共有する暴力防止のための予防プログラムです。発達段階に応

じて怖がらせることなく、わかりやすく工夫されたワークショップです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前打合せ 

 ワーク実施前の別日に担任や養護教諭・特別支援の先生等と打合せをします。 

 私たちがワークを行う上で配慮したほうが効果的な児童のことを確認します。 

 例えば 

➢ 発達に特性がある、もしくは特別支援に在籍している児童 

➢ 過去に怖い体験をしたことのある児童 

➢ 家庭内で不適切な環境や保護者との関わりが懸念される児童 

➢ 家族内で死別や離別体験、経済的困窮などの変化のあった児童 

➢ いじめ等クラスの中の人間関係で気になる児童 

 原因は思い当たらなくとも先生にとって気になる、目につく児童をお分かりの
範囲で教えて下さい。 

 当団体は各自治体等と個人情報管理に関する契約を交わしています。 

日程調整 

 学年単位でお引き受けします。1 クラスずつで実施し、連続２校時使います。 

 トイレ休憩は取ります。 

 １-２年生は２日間に分け１日目４５分、２日目６０分で実施します。 

① 特別教室  ②ホワイトボード（黒板）  ③椅子２脚(１～２年生は椅子４脚と長机) 

④10×5ｃｍぐらいで胸に貼る「ひらがなフルネーム」の名札 ⑤人数分のアンケート（3年以上） 

⓺先生ロールプレイのシナリオ（劇では職員室で仕事中という設定なので見ながらでも大丈夫です） 

＜＜当日ご準備いただくもの＞＞ 

にじいろグループ合同事務局 （特非）にじいろＣＡＰ・（一社）さが子まち・（任）くま子まち 

〒841-0051 鳥栖市元町 1124-2  Tel0942-50-9555 

メールアドレス nijicap＠nijicap.com 

こどもワーク

ショップ 

 ワークショップは特別教室で実施します。 

 児童は名札を胸に、筆記用具持参で参加します。（1・2 年生は筆記用具不要） 

 保護者の見学は児童の緊張を誘うので禁止です。 

 学校関係者（担任・特別支援の担当者・養護教諭・管理職・ＳＳＷ等）の見学
は歓迎ですが人数調整のために、事前にご連絡ください。 

 ワークショップ中の会場運営は原則ＣＡＰにスタッフにお任せください。 

アンケート 

トークタイム 

 ワーク後は復習と気持ちを落ち着けるために、その場でアンケートを書いても
らいます。（３年生以上） 

 トークタイムは自分で選んだスタッフと１対１で「大人と話す練習」をしま
す。実際に今困っていることの相談を受ける場合もあります。 

 終わった児童から教室に帰ります。担任の先生は教室で出迎えてください。 

学校関係者と

振り返り 

 ワーク終了後、担任の先生等とＣＡＰスタッフとの振り返りの時間を設けま
す。 

 ワーク中の児童の反応やトークタイムの中で教えてくれたことを中心に、知っ
ておいていただきたいことを学校に手渡す時間です。 


